
新宿区高齢者の保健と福祉に関する調査結果概要 
＜在宅介護実態調査＞ 

 

介護保険事業計画の作成過程において「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等

介護者の就労継続」の実現に向けた介護サービスの在り方を検討するための基礎資料を

得ることを目的に以下のとおり実施しました。 

 

１ 実施期間 

  ２０２２年４月～１２月 

 

２ 調査対象 

  在宅で生活している介護認定を受けている方（もしくはその介護者）。 

 

３ 調査方法 

  高齢者総合相談センター及び区内居宅介護支援事業所のケアマネジャーによる訪問調

査に伴う聞き取り方式。 

 

４ 調査項目 

A 票 

調査対象者

本人の概況 

問１ 世帯類型 

問２ 家族等による介護の頻度 

問３ 主な介護者 

問４ 介護のための離職の有無 

問５ 今後の在宅生活の継続に必要だと思うサービス 

問６ 施設等への入所・入居の検討状況 

B 票 

主な介護者

の就労状況 

問７ 主な介護者の就労の有無 

問８ 主な介護者の方の働き方の調整の状況 

問９ 主な介護者の就労継続見込 

問 10 今後の在宅生活の継続にあたり、主な介護者が不安に感じる介護 

 

５ 調査票回収数/目標値（回収率） 

回収数 637 件/目標値 600 件（106.2％） 

 

６ 単純集計結果 

  別紙「在宅介護実態調査 単純集計結果」のとおり。 

  

７ 今後のスケジュール 

  令和５年１月   厚生労働省より「自動集計分析ソフト」提供予定 

（単純集計結果及び認定データの突合によるクロス集計実施） 
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